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■ 

受
付
期
間

　

２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈭

　

  

※
土
・
日
・
祝
日
は
閉
庁

■ 

受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
４
時

■ 

受
付
場
所

　
市
役
所
３
階　
東
会
議
室

　
申
告
期
間
中
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

申
告
書
に
は
、
自
分
で
住
所
・
名
前
・
扶

養
親
族
の
欄
な
ど
を
事
前
に
書
い
て
か
ら

き
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
か
ら
の
改
正
点

■�

給
与
所
得
控
除
の
見
直
し（
上
限
額
の
引

き
下
げ
）

　

平
成
26
年
度
税
制
改
正
で
、
給
与
所
得

控
除
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
給
与
所
得
控

除
の
上
限
が
適
用
さ
れ
る
給
与
収
入
１
、

５
０
０
万
円（
控
除
額
２
４
５
万
円
）
を
、

平
成
28
年
分
は
１
、２
０
０
万
円（
控
除
額

２
３
０
万
円
）に
、平
成
29
年
分
以
後
は
１
、

０
０
０
万
円（
控
除
額
２
２
０
万
円
）
に
引

き
下
げ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

■�
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
た

め
の「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
」（
医

療
費
控
除
の
特
例
）
の
創
設

　

平
成
28
年
度
税
制
改
正
で
、
適
切
な
健

康
管
理
の
も
と
で
医
療
用
薬
品
か
ら
の
代

替
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
健
康
の
維
持
増

進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
と
し
て
、
一
定
の

取
組
を
行
っ
て
い
る
個
人
が
、
平
成
29
年

１
月
１
日
か
ら
本
人
や
本
人
と
生
計
を
一

に
す
る
親
族
に
係
る「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

医
薬
品（
要
指
導
医
薬
品
お
よ
び
一
般
用

医
薬
品
の
う
ち
医
療
用
か
ら
転
用
さ
れ

た
医
薬
品
）」
の
購
入
費
用
を
１
年
間
に

１
万
２
千
円
を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合
に

は
、
１
万
２
千
円
を
超
え
る
額（
控
除
限
度

額
８
万
８
千
円
）
を
所
得
控
除
で
き
る
特

例
が
創
設
さ
れ
ま
し
た（
従
来
の
医
療
費
控

除
と
の
選
択
適
用
と
な
り
ま
す
）。

■�

医
療
費
控
除
・
医
療
費
控
除
の
特
例（
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
の
申
告

時
に
お
け
る「
明
細
書
」
の
添
付
義
務
化

　

平
成
29
年
度
税
制
改
正
で
、
医
療
費
控

除
・
医
療
費
控
除
の
特
例（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
の
い
ず
れ
か
の
適
用

を
受
け
る
人
は
、
領
収
書
の
代
わ
り
に「
明

細
書
」
を
、
申
告
書
提
出
の
と
き
に
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

記
入
内
容
確
認
の
た
め
、
領
収
書
の
提
示

ま
た
は
提
出
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
告
期
限
な
ど
か
ら
５
年
間
、
自

宅
な
ど
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
医
療
保
険
者
が
発
行
す
る「
医
療

費
通
知
」
を
添
付
す
る
と
、
明
細
書
の
記

入
が
省
略
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、「
医
療
費

通
知
」
を
も
ち
い
た
場
合
は
、
①
被
保
険

者
の
氏
名
②
療
養
を
受
け
た
年
月
③
療
養

を
受
け
た
者
④
療
養
を
受
け
た
病
院
、
診

療
所
、
薬
局
な
ど
の
名
称
⑤
被
保
険
者
な

ど
が
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
⑥
保
険
者
の

名
称
が
記
載
さ
れ
た
通
知
書
が
必
要
で
す
。�

※�
平
成
32
年
度
の
申
告
ま
で
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
、
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提

示
で
申
告
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

■�

所
得
税
・
住
民
税
に
お
け
る
上
場
株
式

等
の
特
定
配
当
等
所
得
お
よ
び
特
定
株

式
等
譲
渡
所
得
の
申
告
・
課
税
方
式
の

選
択
可

　

平
成
29
年
度
税
制
改
正
で
、
株
式
な
ど

の
特
定
配
当
等
所
得
お
よ
び
、
特
定
株
式

等
譲
渡
所
得
な
ど
に
つ
い
て「
所
得
税
」
と

「
個
人
住
民
税
」
で
異
な
る
課
税
方
式
を
選

択
で
き
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。�

　
「
所
得
税
」
と
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択

す
る
場
合
、
納
税
通
知
書
送
達
日
ま
で
に

市
税
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

税
制
改
正
な
ど
、
詳
し
く
は
市
役
所
税

務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

①�

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
昨
年
１
年
間（
平
成
29
年
１

月
１
日
～
12
月
31
日
）に
収
入（
所
得
）が

あ
っ
た
人
で
、
税
務
署
へ
確
定
申
告
を
し

な
く
て
も
よ
い
人

②�

給
与
所
得
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

•
�

勤
務
先
な
ど
か
ら
、給
与
支
払
報
告
書（
受

給
者
交
付
用
の
名
称
は
源
泉
徴
収
票
）を
、

市
役
所
税
務
課
に
提
出
し
て
い
な
い
人

•
�

給
与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人

平
成
30
年
度

個
人
住
民
税
の

申
告
受
付
と

申
告
相
談

個
人
住
民
税（
市
民
税・県
民
税
）の
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
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◎�

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
の
人
へ

　

平
成
23
年
分
か
ら
、
公
的
年
金
な
ど
の

収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下（
※
）で
、
か

つ
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
の

う
ち
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
人
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
場
合

で
も
、
各
種
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
医
療

費
、
障
が
い
者
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
場
合

や
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
民
税
・
県
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

※�

複
数
の
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
そ
の
収
入
金
額
の
合
計
額

◎
前
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た
人
へ

　
申
告
書
の
提
出
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

申
告
書
の
提
出
が
な
い
こ
と
で
、
児
童
手

当
・
国
民
年
金
の
免
除
申
請
・
就
学
援
助
・

公
営
住
宅
な
ど
の
各
種
申
請
が
で
き
な
い
、

市
民
税
・
県
民
税
諸
証
明
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
支
障
を
き
た
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
各
種
申
請
に
必
要
な
場
合

は
、
前
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た
人
で
も
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

期
限
内
に
申
告
を
し
な
い
と
、
こ
ん
な
時

に
困
り
ま
す

　
申
告
は
、
市
・
県
民
税
の
税
額
を
算
出
す

る
基
礎
と
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
所
得
証
明
書
・
課
税（
非
課

税
）
証
明
書
を
交
付
す
る
と
き
の
重
要
な
資

料
に
な
り
ま
す
。
期
限
内
に
申
告
書
の
提
出

が
な
い
場
合
、
所
得
証
明
書
・
課
税（
非
課

税
）
証
明
書
の
即
日
交
付
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

①�
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

し
た
人

②�

収
入
が
給
与
の
み
の
人
で
、
そ
の
支
払
者
か

ら
大
和
高
田
市
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
、
控
除
内
容
な
ど
に
変
更
の
な
い
人

③�

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人
で
、
そ
の
支

払
者
か
ら
大
和
高
田
市
へ
公
的
年
金
等
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
控
除
内
容
な
ど

に
変
更
の
な
い
人

④�

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
住
民
税
均

等
割
非
課
税
基
準
以
下
の
人

⑤�

控
除
対
象
の
配
偶
者
、
ま
た
は
親
・
子
な

ど
の
扶
養
親
族

※�

た
だ
し
、
上
場
株
式
等
の
特
定
の
所
得
に

お
い
て「
所
得
税
」
と
異
な
る
課
税
方
式

を
選
択
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書
の
提

出
と
は
別
に
、
個
人
住
民
税
の
申
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

•

申
告
書

•

印
鑑（
認
印
）

•

前
年
中
の
収
入
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

　

�（
給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
・
給
与

明
細
な
ど

　

�

営
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
・
不
動
産
所
得

者
は
、収
入
と
経
費
が
わ
か
る
帳
簿
な
ど
）

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人
は
、
税

務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

•
�

生
命
保
険（
一
般
分
、
個
人
年
金
保
険
、

介
護
医
療
保
険
）、
地
震
保
険
、
平
成
18

年
12
月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害

保
険
の
保
険
料
払
込
証
明
書（
平
成
29
年

中
支
払
分
）

•
�

国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
な

ど
の
領
収
書
、
ま
た
は
納
付
金
額
の
わ
か

る
も
の（
平
成
29
年
中
支
払
分
）

※�

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
発
行
さ
れ
た
証
明
書

•
�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費
の

明
細
書
な
ど（
平
成
29
年
中
支
払
分
）

※�
明
細
書
の
作
成
は
、
事
前
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
税
の

改
正
点
を
見
て
く
だ
さ
い
。

•
�

障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

障
が
い
の
程
度
が
わ
か
る
も
の（
障
害
者

手
帳
な
ど
）

•
�

介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
者
が
障
害
者

控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※�

認
定
書
は
、
介
護
保
険
課（
内
線
５
７
２
）

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
分
の
個
人
住
民
税
の
申
告
書
、

お
よ
び
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
は
、「
個

人
番
号
」
を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
個
人
番
号
」
を
記
載
し
た
申
告
書
な
ど

を
提
出
す
る
と
き
は
、
申
告
者
本
人
の
本
人

確
認
書
類
の
提
示
、
ま
た
は
写
し
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

《
本
人
確
認
を
行
う
と
き
に
使
用
す
る
書
類
の
例
》

１�　
個
人
番
号
カ
ー
ド（
番
号
確
認
と
本
人

確
認
）

２�　
通
知
カ
ー
ド（
番
号
確
認
）
＋
運
転
免

許
証
、健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど（
本

人
確
認
）

•
�

個
人
番
号
カ
ー
ド
…
本
人
の
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
個
人
番
号
な
ど

が
記
載
さ
れ
、
本
人
の
写
真
が
表
示
さ
れ

た
カ
ー
ド
。
本
人
が
市
区
町
村
に
交
付
を

申
請
し
、
通
知
カ
ー
ド
と
引
換
え
に
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•
�

通
知
カ
ー
ド
…
本
人
の
氏
名
、
住
所
、
生

年
月
日
、
性
別
、
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ

た
カ
ー
ド
。

個
人
住
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て
も

よ
い
人

社
会
保
障・税
番
号(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー)

制
度
に
つ
い
て

申
告
に
必
要
な
書
類
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葛
城
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税・復
興
特
別
所

得
税・消
費
税・地
方

消
費
税
の
確
定
申
告

◎�

平
成
29
年
分
の
申
告
書
作
成
会
場

の
設
置
期
間

　

�

２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈭
ま
で（
土・

日
を
除
く
）。

※�

２
月
15
日
㈭
以
前
は
、
開
設
し
て
い
ま

せ
ん
。

※�

申
告
相
談
の
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
混
雑
状
況
に
よ
り

早
め
に
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※�

な
る
べ
く
電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
の

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
積
極
的

な
利
用
を

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申
告

書
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
準
備
す
れ
ば
、

「
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）」
を
利
用
し

て
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
印
刷
し
て
郵

送
な
ど
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

※�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書

は
、
有
効
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
ま

で
、
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
で
き
ま
す
。

◎�

申
告
納
期
限

※�

贈
与
税
に
振
替
納
税
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◎�

奈
良
税
務
署
で
の
申
告

　
２
月
18
日
㈰
・
25
日
㈰
に
限
り
、
奈
良

税
務
署
（
奈
良
市
登
大
路
町
81
奈
良
合
同

庁
舎
）
で
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

※�

こ
の
両
日
は
、
葛
城
税
務
署
に
会
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※�

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
の
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

混
雑
状
況
に
よ
り
、
午
後
４
時
以
前
に

受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
葛
城
税
務
署　

☎
22
・
２
７
２
１
〕

平成29年分の
申告と納税 振替納付日

所得税および復興特別
所得税・贈与税 3月15日㈭まで 4月20日㈮

消費税および地方消費税 4月2日㈪まで 4月25日㈬

①�
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
に
提
出

し
た
人
は
、
個
人
住
民
税
の
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②�

申
告
受
付
期
間（
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15

日
㈭
）
の
申
告
受
付
会
場
は
、
市
役
所

３
階
東
会
議
室
、
申
告
受
付
期
間
以
外

は
市
役
所
２
階
税
務
課
で
す
。

※
時
間
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

申
告
書（
個
人
住
民
税
申
告
書
に
限
る
）

は
、
郵
送
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
押
印
も
れ
、
記
載
内
容
に
不
明

な
点
が
あ
る
と
き
、
添
付
資
料
に
不
備

が
あ
る
と
き
な
ど
は
、
当
該
申
告
書
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

◎
郵
送
で
の
申
告
を
お
す
す
め
し
ま
す

　

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
申
告
会
場

は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
申
告
書
を
書
い

た
人
は
、
郵
送
で
の
申
告
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
申
告
書
に
住
所
・
名
前
・
フ
リ
ガ

ナ
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
必
要
事
項

な
ど（
所
得
や
控
除
な
ど
）
の
記
入
も
れ
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
押
印
の
う
え
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
の
た
め
の
本
人
確
認
、

お
よ
び
番
号
確
認
書
類
の
写
し
、
源
泉
徴

収
票
・
控
除
証
明
書
な
ど
の
必
要
書
類
を

同
封
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
申
告
分
に
つ
い
て
は
、
記
入
し
た

内
容
に
関
し
て
電
話
で
確
認
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
役
所
税
務
課
で
は
、
次
の
日
程
で
、

申
告
期
間
前
の
受
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※�

公
民
館
な
ど
で
の
出
張
申
告
受
付
・
相

談
時
間
は
、
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

で
す
。

※�

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
は
、「
申
告
書

の
手
引
き
」
を
参
照
し
て
、
自
分
で
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

住
所
・
名
前
・
生
年
月
日
・
扶
養
親
族
の

欄
は
、
事
前
に
書
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

〔
税
務
課　

市
民
税
係　

内
線
２
６
９
〕 

とき 受付会場 主な対象地区

２月２日㈮ 西坊城公民館 西坊城、出、秋吉

２月７日㈬ 市立陵西公民館 野口、池田、市場

２月８日㈭ 築山公民館 築山、大谷

２月９日㈮ 根成柿公民館 根成柿、吉井、奥田

２月13日㈫ 市立土庫公民館 松塚、東雲町、土庫
土庫１・２・３丁目

２月14日㈬ 池尻公民館 池尻、藤森

２月15日㈭ 葛城コミュニ
ティセンター

曽大根、曽大根１・２丁目
南陽町、甘田町、蔵之宮町

申
告
に
お
け
る
注
意
事
項

出
張
申
告
受
付・相
談
な
ど
の
日
程
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安
心・安
全
な
水
道
水
を

お
と
ど
け
し
ま
す

上
水
道
事
業
の
概
要

決算収支状況　上水道事業（税抜）

水
道
部
門
で
は
、安
心
し
て
飲
め
る
安
全
な
水
道
水
を
、皆
さ
ん
の
も
と
へ
安
定
供

給
す
る
た
め
、配
水
管
の
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
、施
設
の
整
備・改
修
事
業
を

順
次
す
す
め
て
い
ま
す
。ま
た
、水
質
検
査
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
検
査
と
施
設
の
管

理
を
適
正
に
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
水
道
水
に
つ
い
て
、「
平
成
28
年
度
上
水
道
事
業

の
概
要
」と「
水
質
検
査
」を
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
配
水
状
況
は
、総
配
水
量

は
７
０
３
万
７
、１
３
２
㎥
で
、前
年
度
と
比

べ
て
４
万
６
、９
９
６
㎥
、率
に
し
て
0.7
％
減

少
し
て
い
ま
す
。給
水
人
口
は
６
万
６
、４
０

０
人
で
、前
年
度
に
比
べて
７
３
２
人
減
少
し

ま
し
た
。給
水
戸
数
に
つ
い
て
は
３
万
７
１
５

戸
と
な
り
、前
年
度
と
比
べ
９
戸
減
少
し
ま
し

た
。

　

水
道
水
を
安
定
し
て
届
け
る
た
め
、配
水

管
整
備
事
業
と
し
て
、配
水
管
布
設
工
事（
南

本
町
地
内
外
２
か
所
）や
配
水
管
布
設
替
工

事（
根
成
柿
地
内
外
17
か
所
）を
実
施
し
、下

水
道
関
連
工
事
と
し
て
、給
配
水
管
移
設
工

事（
築
山
地
内
外
16
か
所
）な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　
財
政
状
況
は
、平
成
28
年
度
２
億
４
、９
７

２
万
５
、２
９
４
円
の
純
利
益
が
生
じ
、前
年

度
繰
越
利
益
剰
余
金
54
万
９
、５
５
８
円
、そ

の
他
未
処
分
利
益
剰
余
金
変
動
額
１
億
３
、

６
２
５
万
４
、７
５
２
円
と
合
わ
せ
、当
年
度

未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、３
億
８
、６
５
２
万

９
、６
０
４
円
と
な
り
、翌
年
度
へ
繰
越
し
ま

し
た
。

　
今
後
の
財
政
状
況
は
、総
配
水
量
の
減
少

傾
向
が
続
き
、人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、料
金

収
入
の
減
少
や
老
朽
化
し
た
設
備
更
新
に
よ

る
費
用
の
増
加
な
ど
が
予
想
さ
れ
、予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　
今
後
も
、さ
ら
に
効
率
的
な
運
営
に
よ
り
、

経
費
の
削
減
に
努
め
、財
政
基
盤
の
安
定
化

を
図
り
な
が
ら
、将
来
に
効
率
よ
く
継
承
で
き

る
よ
う
、老
朽
施
設
の
更
新
事
業
を
行
って
い

き
ま
す
。ま
た
、災
害
時
に
備
え
、ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
事
業
を
推
進
し
、

常
に
安
全
で
安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
の
安

定
供
給
を
図
り
、住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

維持管理整備事業
①管路対策：水管橋の点検
　老朽管更新事業計画（28年度末決算）
●配水管延長…… 218,455m
●老朽管残延長… 11,921m
●老朽管割合…… 5.4％
②施設対策：配水場老朽施設の更新

水道施設の整備

給水人口　…………… 66,400 人
給水戸数　………… 30,715 戸
年間総配水量　…… 7,037,132㎥
1日最大配水量　…… 21,670㎥
1人1日平均配水量…… 290ℓ

業務量（平成29年3月31日現在）

資本的収入 326,804 移設工事負担金収入、企業債借入など

資本的支出 777,195 水道施設の拡張、改良工事、企業債償還金など

差　　　引 △450,391 資本的収支不足額

決算収支状況　工事関係（税込）

【水道事業費用内訳】 【水道事業収益内訳】

その他 34,723（2.3％）動力費 20,312（1.4％）
支払利息
43,464（2.9％）

人件費
112,941（7.5％）

減価償却費
270,157（17.9％）

物件費
166,362（11.0％）

受水費
859,742（57.0％）

費用合計
1,507,701

（単位：千円）

その他 119,204（6.8％）分担金
49,240（2.8％）

給水収益（水道料金）　
1,588,982（90.4％）

収益合計
1,757,426

（単位：千円）

（単位：千円）

平成30年度 大和高田市水道事業水質検査計画
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水質管理上
留意すべき
項目

留意すべき
事項

残留塩素 配水過程で
減少

濁度・色度
管路内など
配水過程で
上昇

ｐＨ
配管内など
配水過程で
上昇

平
成
30
年
度 

大
和
高
田
市
水
道
事
業
水
質
検
査
計
画

水
質
検
査
計
画
と
は

　
水
質
検
査
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に「
安
心
」

「
安
全
」な
水
の
供
給
を
す
る
た
め
不
可
欠

で
あ
り
、水
道
水
の
水
質
管
理
に
お
い
て
中

核
と
な
る
も
の
で
す
。

　
水
質
検
査
計
画
と
は
、水
質
検
査
の
適
正

化
を
確
保
す
る
た
め
に
、水
質
検
査
項
目
を

定
め
た
も
の
で
す
。

　

上
下
水
道
部
で
は
、水
道
水
の
状
況
を

踏
ま
え
、水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
検
査
結
果
の
公
表
と
併
せ

て
、水
道
水
が
水
質
基
準
に
適
合
し
、安
全

で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、公
表
し
ま
す
。

１　
基
本
方
針

　
清
浄
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、施
設
の
管

理
を
適
正
に
行
い
、水
道
法
を
遵
守
す
る
こ

と
を
基
本
に
、適
正
な
水
質
項
目
の
選
定・

検
査
頻
度・採
水
地
点
の
選
定
を
行
い
、適

切
な
判
断
に
よ
り
需
用
者
が
安
心
、信
頼
し

て
利
用
で
き
る
水
道
を
め
ざ
し
ま
す
。

２　
水
道
事
業
の
概
要

⑴�

水
源
は
、奈
良
県
営
水
道
よ
り
１
０
０
％
受
水

⑵
配
水
場
は
、市
内
３
か
所

　
１
日
配
水
施
設
能
力

　
　
大
東
配
水
場
：
１
０
、０
０
０
㎥

　
　
天
満
配
水
場
：
１
３
、０
０
０
㎥

　
　
陵
西
配
水
場
：
１
５
、０
０
０
㎥

３　
水
道
水
の
状
況

⑴�

水
道
水
は
、奈
良
県
水
道
局
御
所
浄
水
場

か
ら
受
水
し
て
い
ま
す
。御
所
浄
水
場
の
水

質
に
つ
い
て
は
、奈
良
県
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
水
質
検
査
結
果
を
見
て
く
だ
さ
い
。

⑵�

水
道
水
は
、こ
れ
ま
で
の
検
査
結
果
よ
り
、

水
質
基
準
を
十
分
満
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、安
全
で
良
質
な
水
で
す
。

４　
水
質
検
査
項
目
、検
査
頻
度

　

水
質
基
準
が
適
用
さ
れ
る
水
質
検
査
項

目
と
検
査
頻
度

①
水
質
検
査
項
目

　

�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表
１
）

〈
51
項
目
〉お
よ
び
毎
日
検
査
項
目（
別

表
3
）の
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

②
検
査
頻
度

ア�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目(

別
表

１)

の
項
目 

№
1
、2
、38
、46
～
51
の
検

査
は
、毎
月
１
回
行
い
ま
す
。

イ�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表

１
）の
う
ち
、前
記
の
項
目
ア
と
省
略
不

可
項
目
№
９
、21
～
31
、42
、43
以
外
の
項

目
に
つ
い
て
は
、年
4
回
以
上
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、過
去
３
年
間
の
検

査
結
果
が
基
準
値
の
10
分
の
１
以
下
の

場
合
に
は
３
年
に
１
回
、10
分
の
１
超
過

５
分
の
１
以
下
の
場
合
に
は
年
に
1
回
ま

で
、検
査
頻
度
を
緩
和
し
て
行
い
ま
す
。

⑵�

水
道
施
設
が
著
し
く
汚
染
さ
れ
た
恐
れ

が
あ
る
と
き

⑶�

原
因
不
明
の
色
お
よ
び
濁
り
な
ど
、水
質

が
著
し
く
悪
化
し
た
と
き

⑷�

給
水
区
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、

消
化
器
系
伝
染
病
が
流
行
し
て
い
る
と
き

　

臨
時
の
水
質
検
査
は
、速
や
か
に
実
施

し
、水
質
異
常
が
終
息
し
、蛇
口
の
水
の
安

全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
行
い
ま
す
。

７　
水
質
検
査
計
画・検
査
結
果
の
公
表

　

水
質
検
査
計
画
お
よ
び
水
質
検
査
の
結

果
は
、次
の
方
法
で
公
表
し
ま
す
。

⑴
広
報
誌「
や
ま
と
た
か
だ
」

⑵�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

８　
水
質
検
査
計
画
の
評
価

　
水
質
基
準
は
、水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る

す
べ
て
の
水
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
要
件
で
す
。

　
本
市
で
は
、水
質
検
査
結
果
が
水
質
基
準

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、得
ら
れ
た
結
果
と
蓄
積

し
た
デ
ー
タ
の
比
較
評
価
な
ど
を
行
い
、水

質
管
理
に
活
用
し
ま
す
。

９　
水
質
検
査
計
画
の
見
直
し

　
水
質
検
査
計
画
の
見
直
し
は
、検
査
結
果

の
状
況
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

10 

水
質
検
査
の
精
度
と
信
頼
性
の
確
保

　

水
質
検
査
に
お
け
る
測
定
値
の
信
頼
性

の
確
保
の
た
め
、妥
当
性
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、妥
当
性
の
確
認
を
し
た
検
査

機
関
で
行
い
ま
す
。

ウ�

法
令
に
基
づ
く
毎
日
検
査
項
目（
別
表
３
）

の
、色・濁
り・消
毒
の
残
留
効
果（
残
留
塩

素
）の
検
査
は
、１
日
１
回
行
い
ま
す
。

◎
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

　

水
質
基
準
に
は
該
当
し
な
い
も
の
の
、よ

り
質
の
高
い
水
道
水
を
め
ざ
す
た
め
、水
質

管
理
上
留
意
す
べ
き
項
目
で
す
。水
質
管
理

目
標
設
定
項
目（
別
表
２
）〈
３
項
目
〉 

の
水

質
検
査
を
行
い
ま
す
。

③�

水
質
管
理
上
優
先
す
べ
き
対
象
項
目
な

ど
の
留
意
す
べ
き
事
項

５　
水
質
検
査
の
方
法

⑴
上
下
水
道
部
で
自
己
検
査
を
行
う
項
目

・�

毎
日
検
査（
水
道
法
の
規
定
に
よ
る
毎
日

検
査
項
目
）

⑵�

奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合（
一

部
事
務
組
合
）に
委
託
す
る
検
査

・�

水
質
基
準
項
目（
検
査
区
分
：
毎
月
検
査・

項
目
検
査
）

・
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

６　
臨
時
検
査

　
水
道
水
が
、次
の
よ
う
な
水
質
変
化
が
あ

り
、水
質
基
準
に
適
合
し
な
い
恐
れ
が
あ
る

と
き
は
、必
要
に
応
じ
て
臨
時
の
水
質
検
査

を
行
い
ま
す
。

⑴�

定
期
検
査
に
よ
り
水
質
異
常
が
判
明
し

た
場
合

平成30年度 大和高田市水道事業水質検査計画
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毎日検査項目（別表３）水質管理目標設定項目（別表２）

項目
No. 水質基準項目 目標値

検査頻度
大東配水場系
給水栓

天満配水場系
給水栓

陵西配水場系
給水栓

3 ニッケル及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下

28年度実施 29年度予定 30年度予定14 抱水クロラール 0.03㎎/ℓ以下

22 有機物質（KMnO4） 3㎎/ℓ以下

項目
No. 水質基準項目 評価 検査頻度 検査方法

1 色 異常なし 毎日 自己

2 濁り 異常なし 毎日 自己

3 消毒の残留効果
（残留塩素） 0.1㎎/ℓ以上 毎日 自己

水質基準項目（別表１）

省略不可項目 過去の検査結果から3年に1回 過去の検査結果から1年に1回 過去の検査結果から1年に4回

区分 項目
№ 水質基準項目 基準値 過去３年間の

最高値

検査頻度
大東配水場系 天満配水場系 陵西配水場系
給水栓 給水栓 給水栓

健
康
に
関
す
る
項
目

1 一般細菌 100個/mL 0 月１回 月１回 月１回
2 大腸菌 不検出 検出せず

28年度実施 29年度実施 30年度予定

3 カドミウム及びその化合物 0.003mg/L以下 0.0003未満
4 水銀及びその化合物 0.0005mg/L以下 0.00005未満
5 セレン及びその化合物 0.01mg/L以下 0.001未満
6 鉛及びその化合物 0.01mg/L以下 0.001未満
7 ﾋ素及びその化合物 0.01mg/L以下 0.001未満
8 六価ｸﾛﾑ化合物 0.05mg/L以下 0.005未満
9 亜硝酸態窒素 0.04mg/L以下 0.004未満
10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/L以下 0.001未満 年４回 年４回 年４回
11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/L以下 0.37 

28年度実施 29年度実施 30年度予定

12 フッ素及びその化合物 0.8mg/L以下 0.06
13 ホウ素及びその化合物 1.0mg/L以下 0.02
14 四塩化炭素 0.002mg/L以下 0.0002未満
15 1,4-ジオキサン 0.05mg/L以下 0.005未満

16 シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/L以下 0.002未満

17 ジクロロメタン 0.02mg/L以下 0.001未満
18 テトラクロロエチレン 0.01mg/L以下 0.001未満
19 トリクロロエチレン 0.01mg/L以下 0.001未満
20 ベンゼン 0.01mg/L以下 0.001未満
21 塩素酸 0.6mg/L以下 0.06未満

年４回 年４回 年４回

22 クロロ酢酸 0.02mg/L以下 0.002未満
23 クロロホルム 0.06mg/L以下 0.015
24 ジクロロ酢酸 0.03mg/L以下 0.009
25 ジブロモクロメタン 0.1mg/L以下 0.001
26 臭素酸 0.01mg/L以下 0.001未満
27 総トリハロメタン 0.1mg/L以下 0.021
28 トリクロロ酢酸 0.03mg/L以下 0.008
29 ブロモジクロロメタン 0.03mg/L以下 0.005
30 ブロモホルム 0.09mg/L以下 0.001
31 ホルムアルデヒド 0.08mg/L以下 0.01

性
状
に
関
す
る
項
目

32 亜鉛及びその化合物 1.0mg/L以下 0.005未満 28年度実施 29年度実施 30年度予定
33 アルミニウム及びその化合物 0.2mg/L以下 0.04 年１回 年１回 年１回
34 鉄及びその化合物 0.3mg/L以下 0.005未満

28年度実施 29年度実施 30年度予定35 銅及びその化合物 1.0mg/L以下 0.005未満
36 ナトリウム及びその化合物 200mg/L以下 7.1 
37 マンガン及びその化合物 0.05mg/L以下 0.001未満
38 塩化物イオン 200mg/L以下 7.6 月１回 月１回 月１回
39 カルシウム,マグネシウム等（硬度） 300mg/L以下 40 年１回 年１回 年１回
40 蒸発残留物 500mg/L以下 101
41 陰イオン界面活性剤 0.2mg/L以下 0.02未満 28年度実施 29年度実施 30年度予定
42 ジェオスミン 0.00001mg/L以下 0.000001 年４回 年４回 年４回
43 2-メチルイソボネオール 0.00001mg/L以下 0.000001
44 非イオン界面活性剤 0.02mg/L以下 0.005未満 28年度実施 29年度実施 30年度予定
45 フェノール類 0.005mg/L以下 0.0005未満
46 有機物(全有機炭素TOCの量) 3mg/L以下 0.6 

月１回 月１回 月１回

47 pH値 5.8～8.6 7.7
48 味 異常なし 異常なし
49 臭気 異常なし 異常なし
50 色度 5度以下 1未満
51 濁度 2度以下 0.1未満

平成30年度 大和高田市水道事業水質検査計画
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4階

4階

〔
上
下
水
道
部
水
道
部
門　

☎
52
・
１
３
６
５
〕

安
心
し
て
水
道
水
を
使
う
た
め
に

　
現
在
、鉛
給
水
管
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、平

成
元
年
以
前
に
給
水
管
を
布
設
し
た
家
庭
で
は
、

鉛
給
水
管
を
使
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ

の
よ
う
な
家
庭
で
は
、長
時
間
水
道
水
を
使
用
し

な
い
場
合
、例
え
ば
、朝
一
番
や
、旅
行
な
ど
で
長

時
間
留
守
に
し
た
と
き
の
最
初
の
水
は
、鉛
が
ご
く

わ
ず
か
に
溶
け
だ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
通
常（
流
水
）の
使
用
状
態
で
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、出
し
始
め
の
水
は
、念
の
た
め
に
バ
ケ
ツ
一
杯

ぐ
ら
い
を
、飲
み
水
以
外
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

貯
水
槽
水
道
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

◎
自
分
で
で
き
る「
水
質
チ
ェッ
ク
」

　
無
色
透
明
な
ガ
ラ
ス
製
の
コッ
プ
に
水
を
入
れ
、色
、

濁
り
、臭
い
、味
の
４
項
目
を
チェッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

①�

色
が
つ
い
て
い
る　

水
槽
の
汚
れ
や
、給
水
管
の

腐
食
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②�

濁
っ
て
い
る　
水
槽
が
汚
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

③�

臭
い
が
す
る　
水
槽
の
汚
れ
や
、汚
染
物
資
の
混

入
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

④�

変
な
味
が
す
る　

水
槽
の
汚
染
や
、給
水
管
の

腐
食
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
①
～
④
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、す
ぐ
に
貯

水
槽
の
設
置
者（
管
理
者
）に
連
絡
し
、適
切
な
対

応
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

貯
水
槽
設
置
者
の
皆
さ
ん
へ

・
貯
水
槽
は
、所
有
者
が
管
理
す
る
も
の
で
す

・�

安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
は
、適
正
な
管
理
が

必
要
で
す

　
有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え
る
受
水
槽
は
、水
道
法

で
、設
置
者
に
対
し
て
適
正
な
管
理
や
検
査
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、有
効
容
量
が
10
㎥
以
下

の
小
規
模
な
受
水
槽
に
つ
い
て
も
、設
置
者
に
対
し

て
適
正
な
管
理
と
検
査
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
設
置
者
や
管
理
責
任
者
は
、日
ご
ろ
の
管
理
と
、

１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、定
期
的
に
清
掃・水
質
検

査・設
備
点
検
を
行
い
、水
槽
を
い
つ
も
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
。

水
道
資
材
納
入
業
者

「
入
札
参
加
資
格
申
請
」の
受
付

　
市
内・市
外
業
者
の
追
加
受
付
で
す
。

▽
受
付
期
間　
２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬（
土・日・祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
提
出
書
類　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

�「
事
業
者
の
方
へ
」→「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
」→「
物
品
購
入
、

建
物
管
理
等
」

▽
提
出
方
法　
申
請
書
な
ど
を
水
道
総
務
課
へ
持
参　

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
、で
き
ま
せ
ん
。

▽
指
名
願
有
効
期
間

●
市
内
業
者　
平
成
30・31
年
度

●
市
外
業
者　
平
成
30・31
年
度

▽
納
入
資
材　
量
水
器
、水
道
専
用
補
修
材
料
、そ
の
他
水
道
専
用
資
材

〔
水
道
総
務
課　

☎
52・１
３
６
７
〕

▽
受
付
期
間　
２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬ （
土・日・祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
提
出
方
法　
申
請
書
な
ど
を
市
立
病
院
栄
養
管
理
科
へ
持
参　

※
申
請
書
な
ど
は
、市
立
病
院
栄
養
管
理
科
に
あ
り
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
、で
き
ま
せ
ん
。

▽
登
録
有
効
年
度　
平
成
30
年
度

▽�

納
入
物
資　
青
果
物
、冷
凍
食
品
、加
工
水
産
物
、塩
干
物
、缶
詰
類
、

嗜
好
物
、調
味
料
、食
用
油
、穀
類
、鶏
卵
、肉
類

〔
市
立
病
院
栄
養
管
理
科　

☎
53・２
９
０
１（
内
線
６
６
１
３
）〕

市
立
病
院
給
食
用
物
資
納
入
業
者

平成30年度 大和高田市水道事業水質検査計画
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平
成
29
年
度
高
齢
者
叙
勲
に
お
い
て
、

永
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
労
に
よ

り
、
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
村　

只
夫 

さ
ん

高
齢
者
叙
勲

♬

♩

♪

♩

瑞
宝
単
光
章　

　（
消
防
功
労
）

市
愛
唱
歌
を活用

し
よ
う

　
広
報
誌「
や
ま
と
た
か
だ
」１
月
号
で
紹
介
し
た
、大
和
高
田
市
愛
唱
歌「
私
の
生
き
る

ま
ち
」の
Ｃ
Ｄ
を
、次
の
要
領
で
配
布
し
ま
す
。店
舗・施
設
内・自
治
会・サ
ー
ク
ル
活
動

で
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
、ま
た
、み
ん
な
で
歌
う
な
ど
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
す
る
対
象

①�

店
舗・事
務
所・作
業
場・施
設
内
な
ど
、市
内
の
事
業
所

②�

自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、市
内
で
活
動
す
る
団
体

▽�

Ｃ
Ｄ
の
内
容　
大
和
高
田
市
愛
唱
歌「
私
の
生
き
る
ま
ち
」（
男
性
が
歌
っ
て
い
る
バ
ー

ジ
ョ
ン
、女
性
が
歌
っ
て
い
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
、そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
全
４

曲
収
録
：
１
曲
２
分
55
秒
）

▽
Ｃ
Ｄ
の
入
手
方
法

　

�

次
の
配
布
場
所
の
窓
口
に
あ
る「
愛
唱
歌
使
用
申
込
書
」に
、必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。楽
譜
が
必
要
な
場
合
は
、窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
、楽
譜
と
も
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
Ｃ
Ｄ
の
配
布
場
所

　

�

２
月
６
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
、市
役
所
３
階
企

画
広
報
課
、中
央
公
民
館
、図
書
館
、市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で
配
布
し
ま

す
。な
お
、配
布
枚
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
各
施
設
の
休
館
日
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
２
〕

　

平
成
29
年
12
月
５
日
、中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」表
彰
式

が
橿
原
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、市
内
３
中
学
校
か
ら
次
の
３
名

の
生
徒
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
３
名
を
表
彰

　
　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

⃝

葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
高
田
中
学
校
３
年
生　
植
野
愛
美
さ
ん　
「『
ふ
る
さ
と
』を
助
け
る
」

⃝

奈
良
県
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　
片
塩
中
学
校
３
年
生　
木
田
阿
佑
さ
ん　
「
税
に
つ
い
て
」

⃝

大
和
高
田
市
長
賞

　
高
田
西
中
学
校
３
年
生　
杉
村
豪
駿
さ
ん　
「
税
に
つ
い
て
」

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」は
、将
来
を
担
う
中
学
生
が
、税
に
関
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
作
文
を
書
き
ま
す
。税
に
関
心
を
持
ち
、ま
た
、正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
税
務
課　
内
線
２
５
５
〕

8 広報誌　　　　　　　2018年２月号



　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、基
本
的
な

政
策
を
定
め
る
計
画
や
条
例
な
ど
を
策
定

す
る
前
に
、市
民
な
ど
か
ら
広
く
意
見
を
求

め
、そ
の
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
す
る

制
度
で
す
。以
下
２
つ
の
計
画
に
つ
い
て
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

◎
共
通
事
項

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
人

　

�

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人　

②
市
内
に

通
勤・通
学
し
て
い
る
人　

③
市
内
に
事

務
所
や
事
業
所
が
あ
る
人
ま
た
は
団　

　

�

④
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
に
係
る

事
案
に
利
害
関
係
が
あ
る
人

▽
意
見
書
の
提
出
方
法　

　
直
接
提
出
、郵
送
、フ
ァッ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル

※
電
話
で
の
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▽
意
見
書
の
様
式

　

�

各
公
表
場
所
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
意
見
及
び
市
の
考
え
方
の
公
表

　

�

提
出
さ
れ
た
意
見
と
、こ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。類
似
の
意
見
に
つ

い
て
は
、集
約
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

�

な
お
、提
出
さ
れ
た
意
見
以
外（
個
人
情

報
に
あ
た
る
部
分
）は
公
表
し
ま
せ
ん
。ま

た
、個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

大
和
高
田
市
新
庁
舎

建
設
基
本
計
画（
案
）

　
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
と
は
、新
庁
舎
の

基
本
理
念
や
方
針
な
ど
を
定
め
た
基
本
構

想
を
受
け
て
、そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の

具
体
的
な
導
入
機
能
や
取
組
方
策
を
明
確

に
し
、施
設
整
備
の
在
り
方
と
し
て
建
設
地

の
敷
地
条
件
に
基
づ
く
施
設
計
画
を
示
し
、

今
後
の
設
計・建
設
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　
次
の
と
お
り
基
本
計
画（
案
）を
公
表
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
広
く
意
見
を
募
集

し
ま
す
。多
く
の
意
見
を
待
って
い
ま
す
。

▽
公
表
す
る
基
本
計
画（
案
）

　
大
和
高
田
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画（
案
）

▽
公
表
と
意
見
の
募
集
期
間

　

�

２
月
５
日
㈪
～
26
日
㈪
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分（
土・日・祝
日
を
除

く
。郵
送
の
場
合
は
、必
着
）

▽
公
表
場
所

　

�

市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
、中
央
公
民

館
玄
関
ホ
ー
ル
、市
立
図
書
館
玄
関
ホ
ー

ル
、市
立
病
院
１
階
西
玄
関
イ
ー
ト
イ
ン

コ
ー
ナ
ー
、さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
１
階
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、市
民
交
流

あ
な
た
の
意
見
が
市
政
を
つ
く
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

セ
ン
タ
ー
２
階
交
流
ロ
ビ
ー
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

▽
意
見
書
の
提
出
方
法

　
所
定
の
意
見
書
に
住
所
、氏
名
な
ど
の
必

要
事
項
と
意
見
を
書
い
て
、次
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴ �

直
接
提
出　

大
和
高
田
市
役
所 

庁
舎

建
設
準
備
室（
本
庁
舎
２
階
）

⑵ �

郵
送　
〒
６
３
５・８
５
１
１　

大
和
高

田
市
大
字
大
中
１
０
０
番
地
１　

大
和

高
田
市
役
所 

庁
舎
建
設
準
備
室
あ
て

⑶ 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

52・２
８
０
１

⑷ 

電
子
メ
ー
ル

　

�chousha@
city.yam

atotakada.
nara.jp

※�

詳
し
く
は
、市
役
所
庁
舎
建
設
準
備
室
へ

問
い
合
わ
せ
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

〔
庁
舎
建
設
準
備
室　

内
線
２
９
６
〕

大
和
高
田
市
第
５
期

障
害
福
祉
計
画
等（
素
案
）

　
こ
の
計
画
は
、障
が
い
者
の
日
常
生
活
と

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
お
よ
び
、児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス・障
害
児
通
所
支
援
な

ど
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制
の
確
保
と
円
滑

な
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
、平
成
30
年
度
か

ら
32
年
度
ま
で
の
３
か
年
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
み
量
な
ど
を
示
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
計
画（
素
案
）を
公
表
し
、広

く
市
民
な
ど
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

▽
公
表
す
る
計
画（
素
案
）

　

�

第
５
期
障
害
福
祉
計
画
及
び
第
１
期
障

害
児
福
祉
計
画

▽
公
表
と
意
見
の
募
集
期
間

　

�

２
月
９
日
㈮
～
28
日
㈬　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分（
土・日・祝
日
を
除

く
。郵
送
の
場
合
は
、必
着
）

▽
公
表
場
所

　

�

市
社
会
福
祉
課
、市
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
意
見
書
の
提
出
方
法

　
所
定
の
意
見
書
に
住
所
、氏
名
な
ど
の
必

要
事
項
と
意
見
を
書
い
て
、次
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴ �

直
接
提
出　
大
和
高
田
市
役
所　
社
会

福
祉
課

⑵ �

郵
送　
〒
６
３
５・８
５
１
１　

大
和
高

田
市
大
字
大
中
１
０
０
番
地
１　

大
和

高
田
市
役
所　
社
会
福
祉
課
あ
て

⑶ 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

43・８
４
６
８

⑷ �

電
子
メ
ー
ル　

syakaifukusi@
city.

yam
atotakada.nara.jp

※�

詳
し
く
は
、市
役
所
社
会
福
祉
課
へ
問
い

合
わ
せ
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。

〔
社
会
福
祉
課 

内
線
５
５
１
〕
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土
地
売
却
の
お
知
ら
せ

　

下
記
物
件
を
、一般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し

ま
す
。

　

現
状
有
姿
で
の
売
却

と
し
ま
す
。

▽
申
込
期
間

　
２
月
15
日
㈭
～

　
４
月
13
日
㈮　

※�

土
・日・
祝
日
は
受
付

し
ま
せ
ん

▽
受
付
時
間　

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

受
付
場
所

　

�

大
和
高
田
市
役
所

　
２
階
財
産
管
理
課

※�

申
込
者
の
資
格・条

件
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

〔
財
産
管
理
課　

内
線
２
１
６
〕

大
和
川
水
質
改
善
強
化
月
間

　

雨
量
が
少
な
く
、水
質
の
悪
化
す
る
２

月
を「
水
質
改
善
強
化
月
間
」と
し
て
い
ま

す
。

　
大
和
川
の
汚
れ
の
原
因
は
、家
庭
か
ら
出

る「
生
活
排
水
」で
あ
る
こ
と
か
ら
、流
域

に
住
む
皆
さ
ん
に
生
活
排
水
を
減
ら
す
取

り
組
み
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
よ
り
き
れ
い
な
大
和
川
の
た
め
、水
質
改

善
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、残
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
汚
れ
は
、拭

き
取
って
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・�

食
べ
残
し
や
残
り
ク
ズ
を
、直
接
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

石
け
ん
や
シ
ャ
ン
プ
ー
、洗
剤
類
は
使
い

す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・�

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、定
期
的

に
点
検
し
、１
年
に
１
回
以
上
清
掃
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
２
〕

消
防
法
違
反
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
建
物
に
新
た
な
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
す

る
」、「
テ
ナ
ン
ト
が
入
れ
替
わ
る
」、「
建
物

を
増
改
築
す
る
」な
ど
の
予
定
が
あ
る
場

合
は
、新
た
に
高
額
な
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
や
自
動
火
災
報
知
設
備
な
ど
、消
防
用

設
備
が
必
要
に
な
る
か
を
消
防
署
に
相
談

し
、消
防
用
設
備
の
設
置
や
必
要
な
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、消
防
法
に
違
反
し
た
場
合
は
、平

成
30
年
4
月
1
日
か
ら
始
ま
る
公
表
制
度

に
よ
り
、建
物
名
称
、所
在
地
、違
反
内
容

を
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ
の
掲

載
、ま
た
、使
用
停
止
命
令
や
告
発
と
い
っ

た
行
政
処
分
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25・０
１
１
９
〕

所　在　地 地積
（㎡） 地目 用途地域 最低売却

価格（円）

大和高田市大字出
325番4 304.80 宅地

市街化調整区域　　　　　　　　　　
都市計画法第34条第11号
指定区域

6,336,000

●市有地

と
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
計
画（
素
案
）を
公
表
し
、広

く
市
民
な
ど
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

▽
公
表
す
る
計
画（
素
案
）

　

�

第
５
期
障
害
福
祉
計
画
及
び
第
１
期
障

害
児
福
祉
計
画

▽
公
表
と
意
見
の
募
集
期
間

　

�

２
月
９
日
㈮
～
28
日
㈬　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分（
土・日・祝
日
を
除

く
。郵
送
の
場
合
は
、必
着
）

▽
公
表
場
所

　

�

市
社
会
福
祉
課
、市
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
意
見
書
の
提
出
方
法

　
所
定
の
意
見
書
に
住
所
、氏
名
な
ど
の
必

要
事
項
と
意
見
を
書
い
て
、次
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴ �

直
接
提
出　
大
和
高
田
市
役
所　
社
会

福
祉
課

⑵ �

郵
送　
〒
６
３
５・８
５
１
１　

大
和
高

田
市
大
字
大
中
１
０
０
番
地
１　

大
和

高
田
市
役
所　
社
会
福
祉
課
あ
て

⑶ 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

43・８
４
６
８

⑷ �

電
子
メ
ー
ル　

syakaifukusi@
city.

yam
atotakada.nara.jp

※�

詳
し
く
は
、市
役
所
社
会
福
祉
課
へ
問
い

合
わ
せ
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。

〔
社
会
福
祉
課 

内
線
５
５
１
〕

日
豪
の
友
好
は
い
つ
ま
で
も

　
　
　
パ
ウ
ロ・グ
リ
ン
神
父
来
高

　

平
成
29
年
12
月
22
日
、リ
ズ
モ
ー
市
と
の
姉
妹

都
市
締
結
に
尽
力
さ
れ
た
パ
ウ
ロ・
グ
リ
ン
神
父

が
市
役
所
を
訪
れ
、松
田
副
市
長
、大
和
高
田・
リ

ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会　

脇
本
会
長
、村
島
顧
問

と
対
談
し
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
締
結
時
の
写
真
を
見
な
が
ら
、両
市

の
交
流
の
歩
み
を
振
り
返
り
、「
学
生
の
相
互
派

遣
制
度
が
長
く
続
い
て
い
る
こ
と
は
、と
て
も
意

義
が
あ
る
こ
と
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
１
〕

福
祉
に
役
立
て
て

「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」寄
付

　

平
成
29
年
12
月
25
日
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
子
ど
も
た
ち
が
大
和
高
田

ス
カ
ウ
ト
運
動
育
成
協
会
の
佐
々
木
順
久
事
務

長
と
い
っ
し
ょ
に
市
役
所
を
訪
問
し
、大
和
高
田

市
に
募
金
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、例
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。平
成
29
年
は
福
祉
に
役
立
て
て
も

ら
う
た
め
に
、市
内
の
駅
や
商
業
施
設
で
、4
日
間
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
募
金
１
２
１
、０
０
０
円
は
、市
を
代
表
し
て
吉
田
市
長
が
受
け
取

り
、「
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

〔
青
少
年
課　
☎
23・１
３
２
２
〕 　
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

「�

第
13
回
中
和
の
が
ん
撲
滅

を
目
指
す
会
～
ス
ト
ッ
プ
・�

ザ
・
大
腸
が
ん
～
」

　
「
中
和
医
療
圏
で
、が
ん
が
原
因

で
亡
く
な
る
人
を
な
く
そ
う
」と
、

市
立
病
院
が
医
師
会
や
保
健
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
て
開
催
し
て
き
た

「
中
和
の
が
ん
撲
滅
を
目
指
す
会
」

が
、第
13
回
目
を
迎
え
ま
す
。本
年

度
か
ら
、薬
剤
師
会
も
加
わ
り
、本

会
の
広
が
り
が
、よ
り
大
き
く
な

り
ま
し
た
。　

　

こ
の
会
は
、胃
が
ん
、大
腸
が

ん
、肝
臓
が
ん
、乳
が
ん
、肺
が
ん

な
ど
の
５
大
が
ん
や
遺
伝
性
の
が

ん
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に

取
り
組
み
、院
内
外
の
専
門
家
を

呼
ん
で
、皆
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
の

が
ん
に
つ
い
て
、正
し
い
知
識
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
や
家
族
を
が
ん
か
ら
守
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、大
腸
が
ん

で
す
。大
腸
が
ん
は
食
生
活
の
欧

米
化
し
た
日
本
で
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、男
女
合
わ
せ
て
、が
ん
の
中

で
、死
亡
者
数・
罹
患
者
数
と
も
、

２
番
目
に
多
い
が
ん
で
す
。現
在

で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
が
遺
伝

子
に
関
連
し
て
発
生
す
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、が

ん
の
治
療
薬
も
、遺
伝
子
に
関
わ

る「
分
子
標
的
薬
」が
急
速
に
増
え

て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、大
腸
が
ん

は
、が
ん
の
原
因
と
な
る
遺
伝
子

異
常
が
早
く
か
ら
解
明
さ
れ
て
い

る
が
ん
で
、治
療
薬
に
も
早
く
か

ら
多
く
の
分
子
標
的
薬
が
用
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

以
前
で
は
、根
治
が
不
可
能
と

考
え
ら
れ
た
多
発
性
肝
転
移
の
患

者
さ
ん
も
、薬
物
治
療
や
手
術
を

組
み
合
わ
せ
て
、根
治
可
能
と
な

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、や
は
り
予
防
に
ま
さ

る
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
。第
一
次

予
防
と
な
る
生
活
習
慣
の
改
善
や

第
二
次
予
防
と
な
る
早
期
発
見

の
重
要
性
は
、い
つ
の
時
代
も
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。３
月
３
日
の

会
で
、予
防
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
最
近
で
は
、単
に
が
ん
を

治
す
だ
け
で
な
く
、「
治
療
に
よ
る

長
期
の
副
作
用
や
身
体
の
障
が
い

を
い
か
に
軽
減
で
き
る
か
」も
、大

き
な
問
題
で
す
。さ
ら
に
、若
い
が

ん
患
者
さ
ん
の
就
労
の
問
題
、遺

伝
性
の
が
ん
に
つ
い
て
の
啓
発
、

高
騰
す
る
が
ん
の
治
療
費
の
捻
出

な
ど
、が
ん
患
者
さ
ん
の
抱
え
る

問
題
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
本
会
に
参
加
し
、大

腸
が
ん
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分
や

家
族
を
大
腸
が
ん
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

大
和
高
田
市
立
病
院
院
長

　
岡
村
隆
仁

〔
市
立
病
院　
☎
53・２
９
０
１
〕

　「
乾
燥
肌
と
皮
膚
の
か
ゆ
み
」

　
冬
に
な
る
と
肌
が
か
さ
つ
き
、か

ゆ
く
て
か
ゆ
く
て
た
ま
ら
な
い
と

い
う
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。つ
い

ポ
リ
ポ
リ
と
か
い
て
し
ま
い
、肌
が

傷
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。 

　

か
ゆ
み
の
原
因
で
最
も
多
い
の

が
、乾
燥
に
よ
る
も
の
。も
と
も
と

中
高
年
に
な
る
と
肌
の
保
湿
性
が

低
下
し
、乾
燥
肌
に
な
り
や
す
い

の
で
す
が
、冬
の
寒
風
に
さ
ら
さ

れ
る
と
皮
膚
の
脂
腺
や
汗
腺
の
働

き
が
低
下
し
、皮
膚
の
か
さ
つ
き

や
か
ゆ
み
、あ
か
ぎ
れ
が
生
じ
や

す
く
な
り
ま
す
。か
ゆ
い
か
ら
と

い
っ
て
肌
を
か
く
と
、表
皮
が
荒
れ

て
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激
に
も
過
敏

に
な
り
、さ
ら
に
か
ゆ
く
な
る
と
い

う
悪
循
環
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

気
を
付
け
た
い
の
が
入
浴
時
。

お
湯
の
温
度
が
高
い
と
肌
か
ら
皮

脂
が
う
ば
わ
れ
、乾
燥
し
や
す
く

な
り
ま
す
。ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
な

ど
に
石
鹸
を
つ
け
て
ゴ
シ
ゴ
シ
こ

す
っ
て
い
る
と
、石
鹸
の
成
分
が
皮

脂
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、肌
を
荒

ら
し
炎
症
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
も
、

⑴�

お
湯
の
温
度
を
高
く
し
す
ぎ
な

い（
40
℃
以
下
に
）

⑵�

ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を

ゴ
シ
ゴ
シ
洗
わ
な
い

⑶�

石
鹸
は
よ
く
泡
立
て
、肌
を
な

で
る
よ
う
に
洗
う

⑷�

入
浴
後
は
タ
オ
ル
を
肌
に
軽
く

押
し
当
て
る
よ
う
に
し
て
拭
く

⑸�

肌
が
し
っ
と
り
し
て
い
る
う
ち

に
保
湿
ク
リ
ー
ム
を
塗
る

　

以
上
の
点
に
注
意
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
過
度
の
暖
房
や
コ
タ
ツ
は
皮
膚

を
乾
燥
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。特

に
電
気
毛
布
は
長
時
間
続
け
て

使
用
し
な
い
よ
う
に
。加
湿
器
を

使
用
す
る
な
ど
し
て
適
度
な
湿
度

を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽
と
き　
２
月
22
日
㈭

　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽�

テ
ー
マ

　
「�

血
尿・た
ん
ぱ
く
尿・慢
性
腎

臓
病
」

▽
講
師　
梅
本 

典
江

　
　
　
（
天
満
診
療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所　
☎
52 

・ 

５
３
５
７
〕

● 2016 年の死亡数が多い部位
1位 2位 3位 4位 5位

男性 肺 胃 大腸 肝臓 膵臓
女性 大腸 肺 膵臓 胃 乳房
男女計 肺 大腸 胃 膵臓 肝臓
元データ：人口動態統計によるがん死亡データ
● 2013 年の罹患数（全国推計値）が多い部位

1位 2位 3位 4位 5位
男性 胃 肺 大腸 前立腺 肝臓
女性 乳房 大腸 胃 肺 子宮
男女計 胃 大腸 肺 乳房 前立腺
元データ：地域がん登録全国推計によるがん罹患データ 
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日
本
で
も
、障
が
い
の
あ
る
人
が

な
い
人
と
一
緒
に
勉
強
し
た
り
、働

い
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加

す
る
と
い
っ
た
社
会
参
加
が
ず
い
ぶ

ん
進
ん
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、ま

だ
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
妨
げ

る
た
く
さ
ん
の
障
壁（
バ
リ
ア
）が
あ

り
、本
人
や
そ
の
家
族
、関
係
者
が

社
会
参
加
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
、ま
だ
ま
だ
多
い
こ
と

が
国
な
ど
の
調
査
で
も
分
か
っ
て
い

ま
す
。だ
れ
も
が「
差
別
は
い
け
な

い
こ
と
」と
思
っ
て
い
ま
す
が
、残
念

な
こ
と
に
差
別
と
思
わ
れ
る
事
象

が
た
く
さ
ん
起
こ
っ
て
い
ま
す
。だ

か
ら
こ
そ
、障
が
い
の
な
い
人
と
の

平
等
な
機
会
の
保
障
と
差
別
の
禁

止
の
た
め
に
、「
何
が
差
別
に
な
る

の
か
」を
き
ち
ん
と
判
断
で
き
る「
も

の
さ
し
」と
し
て
、差
別
か
ら
守
る

た
め
の
法
律
が
必
要
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、た
く
さ
ん
の
人
た
ち

の
努
力
と
願
い
が
実
り
、２
０
１
３

（
平
成
25
）年
６
月
19
日
に
、『
障
害

者
差
別
解
消
法（
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
）』が
成
立
し
、２
０
１
６（
平

成
28
）年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
法
律
は
、

①�

障
が
い
を
理
由
に
差
別
的
取
り

扱
い
や
権
利
侵
害
を
し
て
は
い

け
な
い
。

②�

社
会
的
障
壁
を
と
り
の
ぞ
く
た

め
の
合
理
的
な
配
慮
を
す
る
こ

と
。

③�

国
は
差
別
や
権
利
侵
害
を
防
止

す
る
た
め
の
啓
発
や
知
識
を
広

め
る
た
め
の
取
組
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。奈
良
県
で

も「
奈
良
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会

づ
く
り
条
例
」が
施
行
さ
れ
、す
べ

て
の
県
民
が
、障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
、安
心
し
て
幸

せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
奈
良

県
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。こ
の
条
例

の
具
体
的
な
内
容
や
事
例
な
ど
を
、

わ
か
り
や
す
く
整
理
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
も
策
定
さ
れ
ま
し
た
。県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
活
用
し
て
、

障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
関
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ

い
。そ
し
て「
何
が
差
別
に
な
る
の

か
」に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
判
断
し
、

共
に
差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
〕
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今こ
ん
か
い回
は
い
つ
も
自じ

ぶ
ん分
を
支さ

さ

え

て
く
れ
て
い
る
夫お

っ
とが
突と

つ
ぜ
ん然
病び

ょ
う
き気

に
な
り
困こ

ま

っ
て
い
る
の
で
、
助た

す

け
て
ほ
し
い
と
相そ

う
だ
ん談
に
き
た
女じ

ょ

性せ
い

Ｙ
さ
ん（
63
歳
）の
お
話は

な
し
で

す
。
Ｙ
さ
ん
は
夫お

っ
とと
２ふ

た
り人
で
暮く

ら
し
て
い
る
の
で
す
が
、
数す

う

年ね
ん

前ま
え

に
自じ

ぶ
ん分
自じ

し
ん身
が
大た

い
び
ょ
う病
を
患

わ
ず
ら

い
、
現げ

ん
ざ
い在
も
通つ

う
い
ん院
中ち

ゅ
うで
す
。
優や

さ

し
く
て
頼た

よ

り
が
い
の
あ
る
夫お

っ
とが

い
つ
も
病び

ょ
う
い
ん院ま
で
付つ

き
添そ

っ
て

く
れ
た
り
、
た
ま
に
ド
ラ
イ
ブ

に
連つ

れ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
Ｙ
さ
ん
に
と
っ
て
な
に
よ
り

の
心こ

こ
ろの
支さ

さ
え
で
し
た
。

　

そ
ん
な
夫お

っ
とが
突と

つ
ぜ
ん然
、
病び

ょ
う
き気
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
入

に
ゅ
う
い
ん院

治ち
り
ょ
う療
を
し
て
も
症

し
ょ
う
じ
ょ
う
状
が
改か

い
ぜ
ん善
せ

ず
、
ほ
か
の
病び

ょ
う
い
ん院
で
も
検け

ん
さ査
し

た
結け

っ
か果
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

で
あ
る
と
言い

わ
れ
、
Ｙ
さ
ん

と
夫お

っ
とは
大た

い
へ
ん変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受う

け
ま
し
た
。
医い

り
ょ
う療
機き

か
ん関
に
は
、

よ
り
精せ

い
み
つ密
な
検け

ん
さ査
を
受う

け
る
こ

と
を
勧す

す

め
ら
れ
た
の
で
す
が
、

お
金か

ね

の
工く

め
ん面
に
悩な

や

ん
で
い
る
Ｙ

さ
ん
を
気き

づ
か遣
い
、
夫お

っ
とは
検け

ん
さ査
を

受う

け
な
い
と
言い

い
ま
し
た
。
で

も
Ｙ
さ
ん
は
い
つ
も
自じ

ぶ
ん分
を
支さ

さ

え
て
く
れ
て
い
る
夫お

っ
とに
ど
う
し

て
も
検け

ん
さ査
を
受う

け
て
も
ら
い
た

く
て
、
涙な

み
だな
が
ら
に
相そ

う
だ
ん談
に
き

こ
こ
か
ら
始は
じ

ま
る
。
　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
子こ

ど
も
た
ち
か
ら

援え
ん
じ
ょ助
を
受う

け
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
聞き

い
て
み
る
と
、
逆ぎ

ゃ
くに

子こ

ど
も
た
ち
か
ら
援え

ん
じ
ょ助
を
求も

と

め

ら
れ
て
い
る
状

じ
ょ
う
き
ょ
う
況
と
の
こ
と
で

し
た
。
次つ

ぎ

に
社し

ゃ
か
い会
福ふ

く
し
き
ょ
う

祉
協
議ぎ

か
い会

に
連れ

ん
ら
く絡
し
、
貸か

し
つ
け付
な
ど
の
相そ

う
だ
ん談

を
し
て
み
ま
し
た
が
、
制せ

い
ど度
に

あ
て
は
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

取と
り
ひ
き
さ
き

引
先
の
金き

ん
ゆ
う融
機き

か
ん関
で
年ね

ん
き
ん金
な

ど
を
担た

ん
ぽ保
に
融ゆ

う
し資
を
受う

け
ら
れ

る
説せ

つ
め
い明
を
し
、
一い

ち
ど度
相そ

う
だ
ん談
に
行い

か
れ
て
み
て
は
ど
う
か
と
話は

な
しを

す
る
と
、「
あ
り
が
と
う
、
早さ

っ

速そ
く

相そ
う
だ
ん談
に
行い

っ
て
み
ま
す
」
と

不ふ
あ
ん安
な
泣な

き
顔が

お

か
ら
笑え

が
お顔
へ
と

変か

わ
り
ま
し
た
。
現げ

ん
ざ
い在
は
Ｙ
さ

ん
が
ご
主し

ゅ
じ
ん人
を
支さ

さ

え
る
側が

わ

に

な
っ
て
い
ま
す
。
人ひ

と

は
支さ

さ

え
ら

れ
て
き
た
立た

ち
ば場
か
ら
、
支さ

さ

え
る

立た
ち
ば場
に
も
な
れ
る
の
で
す
。
大た

い

切せ
つ

な
こ
と
は
、
互た

が

い
に
相あ

い
て手
の

思お
も

い
を
察さ

っ

す
る
こ
と
と
、
そ
れ

を
思お

も

い
や
る
心こ

こ
ろな
の
だ
と
、
ま

た
ひ
と
つ
教お

し
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

自じ
ぶ
ん分
自じ

し
ん身
、
家か

ぞ
く族
の
こ
と
、

地ち

域い
き

で
気き

に
な
る
人ひ

と

や
子こ

ど
も

の
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は
一い

ち
ど度
お
話は

な
しを
聴き

か
せ
て
く

だ
さ
い
ね
。

し
ょ
う
。

　

ま
た
最
近
で
は
、単
に
が
ん
を

治
す
だ
け
で
な
く
、「
治
療
に
よ
る

長
期
の
副
作
用
や
身
体
の
障
が
い

を
い
か
に
軽
減
で
き
る
か
」も
、大

き
な
問
題
で
す
。さ
ら
に
、若
い
が

ん
患
者
さ
ん
の
就
労
の
問
題
、遺

伝
性
の
が
ん
に
つ
い
て
の
啓
発
、

高
騰
す
る
が
ん
の
治
療
費
の
捻
出

な
ど
、が
ん
患
者
さ
ん
の
抱
え
る

問
題
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
本
会
に
参
加
し
、大

腸
が
ん
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分
や

家
族
を
大
腸
が
ん
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

大
和
高
田
市
立
病
院
院
長

　
岡
村
隆
仁

〔
市
立
病
院　
☎
53・２
９
０
１
〕

「
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い社会

の
実
現
へ
む
け
て
」

12 広報誌　　　　　　　2018年２月号



　

各
校
区
人
推
協
主
催
の
地
区
別
懇
談
会

を
、昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
10
会
場
で

実
施
し
、５
７
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、『「
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の

村
だ
っ
た
ら
」か
ら
、子
ら
の
未
来
を
』と
題
す

る
ク
イ
ズ
を
元
に
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
語
り
合

い
ま
し
た
。○
×
ク
イ
ズ
や
、三
択
ク
イ
ズ
も

織
り
交
ぜ
、グ
ル
ー
プ
分
け
も
工
夫
を
し
ま
し

た
。語
ら
い
の
後
、進
行
係
か
ら
の
謎
解
き
、人

権
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ま
と
め
を
し
ま
し
た
。大

勢
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
、人
権
問
題
を
真

ん
中
に
す
え
、和
や
か
に
語
り
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
参
加
者
数
も
、安
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、年
齢
層
も
広
く
、う
れ
し
く
、あ
り

が
た
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。ま
た
、開
会
閉

会
の
総
代
さ
ん
た
ち
の
あ
い
さ
つ
も
、こ
れ
ま

で
の
長
年
の
学
び
が
活
か
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た

と
い
う
声
も
、た
く
さ
ん
聞
き
ま
し
た
。

自
ら
を
振
り
返
る
絶
好
の
機
会
に

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

○�

人
権
に
つ
い
て
、交
流
し
な
が
ら
学
ぶ
や
り

方
が
、多
く
の
人
に
支
持
さ
れ
、参
加
者
が

増
え
て
い
る
。

○�

今
の
や
り
方
の
地
区
懇
で
あ
れ
ば
、大
い
に

呼
び
掛
け
ら
れ
る
と
思
っ
た
。

○�「
世
界
の
中
の
日
本
」「
子
ど
も
」「
人
権
」

を
振
り
返
る
い
い
機
会
と
な
っ
た
。

○�

差
別
を
し
て
い
る
自
分
に
気
づ
く
機
会
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○�

出
題
さ
れ
た
内
容
の
奥
深
さ
、歴
史
的
な

こ
と
な
ど
を
、さ
ら
に
学
び
あ
い
た
い
と

思
っ
た
。

○�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ま
と
め
が
、次
へ
の
展
望

を
示
し
て
も
ら
っ
た
。

○�

今
回
は
、法
律
も
制
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、部
落
差
別
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
と

再
認
識
し
た
。話
し
合
い
の
時
間
を
も
っ
と

と
って
生
活
に
つ
な
げ
た
い
と
願
う
。

人
権
三
法
を
日
々
の
生
活
の
中
に

　
人
権
三
法（
障
害
者
差
別
解
消
法
、ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
対
策
法
、部
落
差
別
解
消
法
）に
つ

い
て
、今
回
の
地
区
懇
で
触
れ
ま
し
た
。し
か

し
、も
っ
と
丁
寧
な
説
明
が
ほ
し
か
っ
た
と
い

う
前
向
き
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。ま
ず
は
、

み
な
さ
ん
に
、周
知
す
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ

た
い
も
の
で
す
。そ
し
て
、子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
考
え
る
と
き
、こ
れ
ら
の
法
律
を
ど
の
よ

う
に
日
々
の
生
活
に
活
か
せ
る
の
か
学
習・検

討・方
策
が
不
可
欠
で
す
。さ
ら
に
、各
法
律
に

謳
わ
れ
て
い
る
、調
査・相
談・啓
発・教
育
あ

る
い
は
、合
理
的
配
慮（
今
月
の
人
権
シ
リ
ー

ズ
を
見
て
く
だ
さ
い
）な
ど
に
つ
い
て
も
、さ
ま

ざ
ま
な
組
織
団
体
と
連
携
を
し
な
が
ら
、実

効
性
を
模
索
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

時
間
を
も
っ
と
と
っ
て

　
こ
こ
数
年
、概
ね
好
評
価
を
い
た
だ
き「
魅

力
あ
る
地
区
懇
」に
と
い
う
ね
ら
い
に
、少
し

近
づ
け
た
と
考
え
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち

の
参
加
も
あ
り
、学
び
の
幅
が
広
が
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
一
方
、「
地
区
懇
の
時
間
を
１
時
間
半
か
ら

２
時
間
に
し
て
は
ど
う
か
」「
話
し
合
い
の
時

間
を
も
っ
と
と
って
ほ
し
い
」な
ど
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。事
務
局
と
し
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、人
権
問
題
へ
の
さ
ら
な
る
学
び
、啓
発
の

あ
り
方
の
工
夫
な
ど
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま

す
。ま
た
、校
区
事
務
局
と
進
行
役
と
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
一
層
大
事
に
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
言
葉
を
共
有
し
、人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
一
層
の
前

進
を
誓
い
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
市
人
推
協
事
務
局　

内
線
２
７
６
〕

和
や
か
な
語
ら
い
か
ら
、豊
か
な
学
び
へ
と

～『
子
ら
の
未
来
へ
、い
の
ち
・
人
権
』
人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会
～

保
健
セ
ン
タ
ー
開
館(

平
成
３
年)

　
保
健
セ
ン
タ
ー
が
、「
健
康
で
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
場
」を
テ
ー
マ
に
西
町
に
開
館

し
ま
し
た
。健
康
相
談・
健
康
診
査・
予
防
接

種
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、休
日
診
療
所

も
併
設
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、当
時
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
検
診
や
予
防
接
種
に
加
え
て
、

料
理
教
室
や
乳
幼
児
の
子
育
て
教
室
や
相
談

業
務
、健
康
支
援
な
ど
、幅
広
く
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、市
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
３
〕

大
和
高
田
市

70
年
の
歩
み
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消
費
料
金
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

　
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、
通
信
販
売
、
特
定
継
続

的
役
務
提
供（
エ
ス
テ
、
語
学
教
室
、
家
庭
教
師
、
学
習
塾
、

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
等
契
約
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
や
す
い
特
定
の
7
つ
の
取
引
類
型
を
対
象
に
、
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
の
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
る
の
が
特
定
商
取
引
法
で
す
。
平
成
28
年
改
正

特
定
商
取
引
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
増
加
や
高

齢
者
及
び
認
知
高
齢
者
等
の
消
費
者
被
害
の
増
大
、
悪
質

業
者
の
増
加
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
り
、
平
成
29
年
12
月

1
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
指
定
権
利
制
度
の
見
直
し
等

　

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、
通
信
販
売
で
指
定
権
利

（
ゴ
ル
フ
会
員
権
、
映
画
・
演
劇
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
）
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
た
権
利
が
特
定
権
利
と
な
り
、
「
社
債
そ
の

他
の
金
銭
債
権
、
株
式
等
の
社
員
権
」
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
二
酸
化
炭
素
排
出
権
取
引
な
ど
投
資
事
業
の
よ

う
な
も
の
に
つ
い
て
は
「
役
務
の
提
供
」
に
該
当
す
る
も
の

と
し
、
特
商
法
の
適
用
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

２
．
特
定
継
続
的
役
務
提
供
に
美
容
医
療
が
追
加

　
美
容
医
療
契
約
の
う
ち
、
①
脱
毛　
②
に
き
び
・
し
み
・

そ
ば
か
す
・
ほ
く
ろ
な
ど
の
除
去　
③
肌
の
し
わ
・
た
る
み

取
り　

④
脂
肪
の
減
少　

⑤
歯
の
漂
白　

に
つ
い
て
、
１

か
月
を
超
え
、
か
つ
、
５
万
円
を
超
え
る
契
約
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
な
ど
の
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

３
．�

電
話
勧
誘
販
売
に
お
け
る
過
量
販
売
規
制
の

導
入

　

電
話
勧
誘
販
売
で
も
健
康
食
品
を
非
常
識
な
分
量
で
売

り
つ
け
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
、
通

常
必
要
と
さ
れ
る
分
量
を
超
え
る
契
約
を
結
ん
だ
場
合
、

申
し
込
み
の
撤
回
ま
た
は
契
約
の
解
除
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

４
．�

通
信
販
売
で
の
定
期
購
入
契
約
に
関
す
る
表

示
義
務
の
追
加
・
明
確
化

　

定
期
購
入
契
約
に
関
し
て
は
、
通
信
販
売
の
広
告
や

ネ
ッ
ト
通
販
申
込
み
・
確
認
画
面
上
で
定
期
購
入
で
あ
る

こ
と
、
お
よ
び
支
払
代
金
の
総
額
、
契
約
期
間
な
ど
の
表

示
義
務
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
事
業
者
が
契
約
に
際
し
、
消
費
者
に
借
金

を
勧
め
た
り
、
預
貯
金
を
お
ろ
さ
せ
た
り
す
る
行
為
は
禁

止
、
契
約
取
消
権
の
行
使
期
間
を
６
月
か
ら
１
年
に
伸

長
、
通
信
販
売
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
広
告
の
規
制
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
た
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
な
ど
の
規
制
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
商
法
は
消
費
者
に
と
っ

て
強
い
味
方
と
な
る
法
律
で

す
。怪
し
い
と
思
っ
た
と
き
、

困
っ
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

以前にも届いたのですが、また似たような
架空請求みたいな「はがき」が届きました。

それって「(総合)消費料金に関する
訴訟最終告知」とか書いてある「はが
き」のこと？

そうです。架空請求だろうとは思っていて
も、通信販売とか利用していると払い忘れ
があるんじゃないかと不安になりますね。

そうだねー。実際、この「はがき」が届
いている人の多くが過去に通信販売な
どを利用したことがあるみたいだよ。
だから余計に不安になって、電話を
してしまう人が多いと思うよ。

そうなんですねー・・・全国的に多いとは
聞いていますが、大和高田市内でも多い
のですか？

相当多いね。市の消費生活センター
でも昨年の10月ごろからまた急増
しているよ。

知らなければ不安になりますものね・・・

でも、本当の訴訟の通知なら裁判所
から直接くるし、「消費料金」なんて
曖昧な名目でくることなんてないか
らね。

しかし、この話どこかで最近読んだような
気が・・・

広報誌やまとたかだ1月号に詳しく
載っていたでしょ！もう忘れたの！

忘れてました！ごめんなさい><

改
正
特
定
商
取
引
法
の

施
行

● 市消費生活センター　 ▽相談日時　月～金曜日 午前 10 時〜午後 4 時　 ▽ところ　市役所 3 階
　　　　　　　　　　　 ▽予約先　内線 314　 0745-44-3117
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時 30 分まで） 

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3階　 ▽予約先　☎22-0931　 ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。14 広報誌　　　　　　　2018年２月号



一般書児童書・絵本

新
着
図
書
の
ご
案
内

２月のおはなし会

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

催しのご案内

◦�

世
界
の
民
族
衣
装  

竹
永 

絵
里 

文
／
河
出
書
房
新
社

◦�

貨
物
船
の
は
な
し  

柳
原 

良
平 

文
／
福
音
館
書
店

◦�

落
語
少
年
サ
ダ
キ
チ（
に
）

田
中 

啓
文 

文
／
福
音
館
書
店

◦�

パ
ン
ツ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

キ
ャ
ッ
ト・ク
ラ
ー
ク 

文
／
あ
す
な
ろ
書
房

◦�

で
ん
し
ゃ
が
き
ま
し
た

三
浦 

太
郎 

絵
／
童
心
社

◦「
図
説
万
博
の
歴
史
」

平
野 

暁
臣 

著
／
小
学
館
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

　
　

大
い
な
る
熱
量
を
放
射
し
、多
様
な

欲
望
を
飲
み
込
ん
で
い
た“
輝
け
る
万

博
”た
ち
。１
８
５
１
年
の
ロ
ン
ド
ン
か

ら
１
９
７
０
年
の
大
阪
ま
で
、最
強
の
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
世
界
に
君
臨
し
た
猛
々

し
い
万
博

を
、
ビ
ジ 

ュ
ア
ル
資

料
で
読
み

解
く
。

◦「
ど
う
ぶ
つ
マ
ン
シ
ョ
ン
によ

う
こ
そ
」

　
高
畠 

純
／
絵　
　
文
研
出
版

　
　
こ
こ
は
い
ろ
い
ろ
な
ど
う
ぶ
つ
が
住
む

ど
う
ぶ
つ
マ
ン
シ
ョ
ン
。１
階
に
は「
ウ
」、

２
階
に
は「
カ
バ
」・・・。15
階
に
は
な
ん

と
、15
文
字 

の
名
前
の

動
物
が
！ 

ど
ん
な
動

物
が
住
ん

で
い
る
の

か
な
？

◦
日
本
史
の
内
幕

磯
田 

道
史 

著
／
中
央
公
論
新
社

◦
驚
き
の
魅
せ
レ
シ
ピ 

市
瀬 

悦
子 

著
／
家
の
光
協
会

◦
美
し
い
苔
庭
づ
く
り  

ア
ニ
ー・マ
ー
テ
ィ
ン 

著
／
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

◦�

さ
す
が
！
と
言
わ
れ
る
心
に
響
く
名
ス

ピ
ー
チ
の
コ
ツ
＆
実
例
集

生
島 

ヒ
ロ
シ 
著
／
日
本
文
芸
社

◦
大
獄

葉
室 

麟 

著
／
文
藝
春
秋

◎絵本のよみきかせ
▷とき　2月3日㈯・17日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん　えほんコーナー
▷たいしょう　どなたでも

◎おはなし会
（担当：たかだおはなしろうそくの会）

▷とき　2月10日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●えほん   　「ぶたのたね」
●子ども落語「おはつてんじん」

◎えほんとわらべうたの時間≪きらら≫
（担当：たかだおはなしろうそくの会）

▷とき　2月24日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●えほん　「ゆきのひ」
●おはなし「ねずみのよめいり」

■おひなさまにお顔をかこう！
　紙コップで作ったおひなさまを用意しています。図書館へきてく
れたこどもたちに、描いてもらった顔をつけて、2月中、館内の絵本
コーナーに飾ります。その後は、プレゼントしますので、家にも飾って
ください。

▷と　き　2月1日㈭～28日㈬
▷ところ　�図書館カウンターで「顔」の紙をもらい、児童閲覧席で描

いてください。
▷対　象　お絵かきができる子
▷�定　員　50名　※定員になり次第、締め切ります。
▷費　用　無料
※申込不要

■図書館映画会「天使のいる図書館」
▷と　き　�2月25日㈰　午後1時30分～3時30分 

（受付開始は午後1時から）
▷ところ　�市立図書館　2階学習室
▷費　用　無料
▷�定　員　75名　※定員になり次第、締め切ります。
▷協　力　夢咲塾
▷申込方法　�2月６日㈫～24日㈯までの期間、図書館カウンター、

電話で受付します。
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